



























































We maintain the continuous city 
function in the mountains in Niigata 










Keywords ：yamakoshi, new work, Attractive outgoing,
　　　　　  place to stay from the pass point, sonboutei
Yakushi no mori was maintained by students of by the 
Nagaoka Institute of design and local residents in 2014. In 2015, 
“the first forost concert of Yakushi” was held.
In 2016, we had the second concert in Mori of Yakushi”. Also, 
we built a small folly there, named “Sonboutei”, offering a place 
to rest. Thereby Yakushima mori was changed to “place to 

































































































































































































































































































































　７月 29 日の協同作業の最後日に、FM ながおか iii のラ
ジオ取材が行われた。ながおか市民協働センターの職員と
FM ながおかの職員の２名が作業を行っている学生へのイ
ンタビューの為に薬師の杜へ訪れた。取材は外で行われ、
周辺の自然豊かな様子が伝わるようにと風や揺れる木々の
音、虫の声が聞こえる中でインタビューが始まった。取材
を受けたのは、代表として選ばれた学生１名である。内容は、
自己紹介から始まり、依頼を受けてから施工までの簡単な
流れの説明や作業を通して感じたこと、今後ここがどのよ
うな場所となってほしいか等であった。最後に、作業に参
加していた学生と地域住民とで集合写真（写真 14）を撮っ
て取材は終了した。３週間後にラジオ放送がされ、その後
はいつでも聞けるようにネット動画として掲載されている。
　ラジオ放送は、「村望亭」の存在を多くの人に知っても
らえる一つのきっかけとなった。また、ラジオ放送を聞い
た人達がさらに山古志自体の魅力発信にもなり、今後の地
域の活力に大いに期待される。
７．今後の課題と可能性
　「村望亭」が作られたことによって、薬師の杜に「留ま
る場所」ができた。しかし存在するだけではなく今後、効
果を広げていくことが重要となる。これからの課題として、
その利活用の問題が挙げられる。まずは、「村望亭」の存
在を、地域住民や外部の人、多くの人々に知ってもらう為
の働きかけが必要である。また、今回の試みで実現した学
生との協同作業をこれからも継続していくことが村の持続
可能性に繋がっていくこととなる。村の地域住民だけでは
維持していくことが難しい現状を理解し、若者の力を取り
入れ、共に進んでいくことが求められている。
　村望亭は、「人が留まる場所」「交流の場所」「魅力の発
信源」としての役割を果たす存在となる。通過点としての
場所でしかなかった薬師の杜に休憩所として村望亭を作る
ことで「留まる場所」とした。人が留まることで、住民同
士や外部の人と住民との「交流の場所」が生まれる。ここ
を訪れた人が場所の魅力に気づき、堪能した人が一人二人
と伝え発信し、もう一度訪れたい、暮らしたいと思う。そ
のきっかけとしての「魅力の発信源」として機能すること
を期待している。この効果を得ていく為には発信の働きが
けの継続が必要となる。この働きかけが地域住民にとって
の新たな仕事となる。利益を得る為ではなく、自分たちの
故郷の為の「仕事」となり、これからの山古志の持続可能
性、住民の豊かな生活に繋がっていくと期待する。
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写真 14：集合写真
